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， .はじめに

20万分の1地質図幅「中棒」は産業技術総合研究所地質調査総合セ

ンター及びその前身である地質調査所が，対象となる地域の地質の編

纂に基づき作成している20万分のl地貧困幅の1つである.本図幅は，

主に野外調査及び新たなK-Ar年代測定結果を基に.公表されている

各種地質図幅.報告書，論文などを参考に編纂している.地質図幅を

まとめるにあたって，領家変成コンプレックスの変成分帯に関して九

州大学菅原雄氏，字部地域の阿蘇-4火砕涜堆積物に関して山口大学

松尾征士氏(当時).1雪国雄一郎教授の未公表資料を参考にさせてい

ただいた.両子火山に関して山口大学堀川義之氏に露頭情報を教えて

いただいた.以上の方々に深〈感謝する.

2.地形

す".血便

本地域は周防灘を中心に九州北東部と本州西端部を含む.九州北東

部では標高500-1.100mの山地が東西方向に延び，東側の国東半島

には請手火山の火山地形が認められる.これらの山地を削って小規模

な河川が形成され，その多くは周防灘へ注いでいる.そのため中湾市

を中心に，周防灘の海岸線に沿って中棒平野が形成されている.国東

半島の西部から甫都では.伊予灘..IJIj府湾へ河川が注ぎ海岸平野は狭
• < 

い.九州側の北西端には関門海峡の出入口となる企救半島がある.本

州西端部はなだらかな丘陵となっており，その聞に小規模な平野が形

成されている.周防灘は水深20m程で起伏に乏しく，姫島，笠戸島.

富:8;などの島映が点在する.

3.地質

3.1 地質概要

本地域は宵甫日本内帯に位置し 九州北東部と本州西端部で地質構

成が異なる.九州北東部は.九州を東西に横断する別府ー島原地溝(松

本. 1979)の東部とその北側にあたり，主1:新第三紀後期中新世か

ら第四紀の火山砦類及び堆積岩類からなる.これらの基盤岩として領

家変成コンプレックス，白亜紀深成岩類が小規模に分布する.また企

救半島はペルム紀付加コンプレックスからなる.一方本州函端部は，

周防変成コンプレックス，三畳紀一古第三紀堆積岩類，白亜紀火成岩

類，新第三紀中期中新世火山岩類，第四紀堆積物など，多様な岩相か

らなる.

(石塚吉浩)
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3.2 ペルム紀付加コンプレックス(呼野層群)

呼野層群 C太田ほか. 1992なめは秋吉帯の付加コンプレックス(柳

瀬・磯崎. 1993;中江ほか. 1998など)で，本地域では企救半島東

捕に分布する.本層群は岩相・地質構造などから3つのユニットに区

分され，本地域には見かけ上の構造的中位にあたる大積ユニットが分

布する(中江ほか. 1998).大積ユニットは砂岩(白).泥岩 (Om).

チャート(Oc)を主体とし.珪質泥岩ー珪長質凝灰岩 (0な玄武岩火

山砕屑岩 (Og)，石灰岩 (01)を伴う.呼野層群は上記の岩相からなる

屑序がスラストにより繰り返し，本地域のシンフォームの輸は西北西

一東南東方向を示す(中江ほか. 1998).有孔虫，サンゴ，放散虫な

どの化石(藤本ほか. 1961;西国. 1980;柳瀬・磯崎. 1993;中

江ほか. 1998など)から，玄武岩火山砕屑岩は石炭紀，石灰岩は石

炭紀一ペルム紀，チャート.珪長寅凝灰岩，泥岩，砂岩はベルム紀の

年代を示す(中江ほか， 1998). 

(尾崎正和

3.3 周防変成コンプレックス(周防帯の三郡変成岩類)

西甫日本内帯1:広〈分布する低温高圧型変成岩類は三郡変成岩類と

呼ばれていたが，年代学的な研究の進展により，石炭紀一ベルム紀の

変成年代を示す蓮華帯と三畳紀ージュラ紀の変成年代を示す周防帯の

変成岩類に区分された (N回世nura， 1998).本地域には周防帯の低温

高圧型変成岩類が分布し，本図幅ではこれを周防変成コンプレックス

と呼ぶ.山口県及ぴ福岡県の周防濃沿いに点在して分布し.周南市南

部から防府市及び山口市南部を経て宇都市東部にかけては泥質片岩を

主とし，周南市西部に少量の珪質片岩が分布する.宇都市東部には泥

質片岩に加え蛇紋岩を主とする変成超音鉄質岩が分布する，山陽小野

田市南部には苦鉄質片岩が比較的まとまって分布し，少量の泥質片岩

を伴う.福岡県持描市東部では泥質片岩が分布している.

本地域の周防変成コンプレックスからは低温高圧型の変成作用を特

徴付ける変成鉱物の報告はないが.北隣『山口」地被内の苦鉄質片岩

から緑れん石+藍閃石及ぴパンペリー石+アクチノ閃石の鉱物共生

(西村ほか. 1989; N包himura， 1998)が報告されており，変成相は青

色片鰐相~パンペリー石アクチノ閃石亜相であると推定される.本地

域の周防変成コンプレックスは多くの場所で白亜紀花筒岩類の貫入に

よる接触変成作用を被り，泥質片岩に黒雲母が生じている.

本地域の周防変成コンプレックスからは放射年代の報告はないが，

北隣の「山口I地域で228-206MaのフェンジャイトK-Ar年代

制凶由nura， 1998)が得られている.

(宮崎一博)

3.4 中生代の堆積岩類

3.4.1 後期三畳紀堆積岩類(美祢層群)

美祢層群ほ山口県の美祢市一山陽小野田市周辺(主に北隣「山口」

地域)に分布する石炭層を挟む後期三畳紀の浅海ー河川成の堆積物で

ある(高橋ほか. 1975;亀高. 1999など).山陽小野岡市厚狭(北

隣「山口」地域)では，下位より平松層・井手上層・中塚層・山野井

層・鴎庄層1:区分される(長谷. 1951;高橋・三上. 1975)が，平

松層と井手上層を合わせて津布困層とも呼ばれる (To!ruyama， 1962). 

本地域には山陽小野回市昔話wに平松周 (Mr)が分布し.主に砂岩

泥砦の互層からなり喋岩・石炭層を伴う.美祢層群からは三畳紀を示

す二枚貝，アンモナイト，昆虫.植物化石，魚類など多様な化石を産

する依obay鉛札 1952;高橋ほか， 1963a:高橋・三上 1975; 

鮎沢.1991;美祢市教育委員会.2000;上野ほか， 2003など).

3.4.2 前期白亜犯隆成層及び火山岩類(関門層群〉

関門層群(松本.1951)は山口県などに広く分布する前期白亜紀の

隆成層で，下部の路野亜眉群と上部の下関亙層群に区分される(長谷，

1958など).本地域には北九州市田野捕に脇野重層群が，山陽小野田
~"Ð p.ol.1t..!!.O 

市郡や東高泊に下関亜周君事が分布する.脇野亜層群依w)は河川一湖

沼堆積物で，赤紫色泥岩や石灰岩擦で特徴付けられ，淡水生貝化石な

どからオーテリピアン期からパレミアシ期頃に対比される(太田，

1981など).下関亙層群は安山岩を主としデイサイト一流紋岩を伴う

火山砦類を多〈含み.模式地である下関市では下位から塩浜層，北彦

島層，筋ヶ浜層1:区分される(植田.1957;長谷， 1958)が.広域に

正確な対比はできないため，本図帽では下関重層群を堆積岩卓越層と

火山岩卓越属に2分し.本地域には堆積岩卓越属 (Ks)のみが分布す

るととを地質図で示した.下関亜層群の安山岩の角閃石斑晶K-Ar年

代はアルピアン期の106-103Maを示す(ImaokaIJt al.， 1993な

ど).

なお，企救半島には北東一南西方向に伸長する径2-10kmの岩椋

状の斑状細位閃緑岩 (Po)が分布しており，平尾花筒閃緑岩による接

触変成を受けていることから，関門層群下関亙眉群の一部として扱わ

れている(中江ほか， 1998). 

(尾崎正紀)

3.5 領家変成コンプレックス

西甫日本内帯に分布し，後期白亜紀の高温低圧型変成作用で生じた

領家変成岩類を本図幅では領家変成コンプレックスと呼ぶ.山日県東

部では.ジュラ紀付加コンプレックスである玖珂層群が債家変成コン

プレックスの原岩となっている(東元ほか. 1983).本地域には山口

県東部の周防灘沿い及ぴ園東半島南西部に分布する.山口県東部の光

市東方から田布施町にかけては変成主主質岩を主とし.少量の変成泥岩



が伴われる.とれ以外の地域では主に変成泥岩からなる，

山口県東部では変成泥岩による変成分帯(肱eda， 1993; Okudaira 

et al.. 1993; Nakajima， 1994)が行われている.本図幅ではIkeda

(1998)の分帯基$を参考に低変成度から高変成度へ，黒雲母帯，カ

リ長石童青石帯，カリ長石珪線石帯及びざくろ石華宵石帯の4帯に分

帯した.だたし.Ikeda (1998)の緑泥石黒雲母帯，巣雲母帯及び白

雲母童青石帯は黒雲母帯に一括した.黒雲母帯は周南市南部，手在市

空空戸島の甫部以外，下松市州鼻と光市室積を結ぶ線より南西側に分布

する但e:D:DU a.nd Okudaira， 2006;宮下. 1995).カリ長石蓋育石帯

は下松市東方の茶臼山周辺.光市北東の立野周辺 F菅原・池田.2009) 

及び笠戸島南部(Be即ua.nd Okuda.ira， 2006)に分布する.との他

に祝島及び小祝島もカリ長石董背石帯に属する可能性が指摘されてい

る{宮下ほか. 1996).カリ長石珪線石帯は光市街地東から千坊山西

を結ぶ線と光市街地南西端から室積を結ぶ線の聞に分布する(菅原・

池田.2009;赤木.1923). さらに，国東半島南西部にも変成泥岩に

カリ長石+珪線石の共生(石塚ほか. 2005)が見られるととから.

これらの地域もカリ長石珪線石帯に属するとした.ぎくろ石蓋育石帯

は光市街地東方の千坊山周辺に分布する.

変成泥岩の岩相は変成度に応じて変化し.黒雲母帯で泥質片岩，カ

リ長石董青石帯.ざくろ石董育石帯及びカリ長石珪糠石帯で泥質片麻

岩である.カリ長石室脊石帯より高変成度の帯ではミグマタイト質の

岩石も広く分布する.山口県東部の変成相は角閃岩相高温部からグラ

ニュライト相に遣する(Ikeda.2002).笠戸島の黒雲母帯でT = 470 

"C.カリ長石蓋育石帯でT= 550 "c . P = 2.5 kbar (Be即ua.nd 

Okud瓜ra， 2006)が見積もられている.

国東半島の領家変成コンプレックスからは88.0:l::4.4Ma (黒雲母)

と86.2:l::2.3 Ma (白書E母)のK-Ar年代が得られている(笹田. 1987). 

との他にも片麻岩のRb-Sr全岩アイソクロン年代として132.1土12.0

Ma(小山内ほか. 1993)が得られている.

(宮時一博)

3.6 白軍紀火成岩類及び岩脈

3.6.1 花樹岩類 I

後期白亜紀深成岩類のうち，中一組粒で顕著な面構造を示す深成岩

類を花商岩類Iと呼ぶ.乙れはいわゆる領家古期花商岩類に相当する.

主な岩相は中ー粗粒角閃石巣雲母花嗣関緑岩ートーナル岩(倒1)で.

細ー中粒黒雲母角閃石石英閃緑岩ートーナル岩 (~h) も小規模に分.....。
布する.光市付近には典型的なGdlの特徴を示す蒲野花簡閃緑岩が分

布し，隣接する地域に拡がっている.国東半島の呆棒崎トーナル岩〈正

尾ほか. 1990)は大部分がGdd;::相当するが.部分的に少量の花商

岩類E相当の花樹岩・斑れい岩と緑柱石を含むペグマタイトを伴う個

質図では分布省略).国東半島南部の牛屋敷深成複合岩体の昔鉄質岩

相{石塚ほか. 2005)は.顕著な面構造を示す{森山ほか. 1983) 

ためQdlとした.

花商岩類 Iの放射年代は，山口県の蒲野花闘閃緑岩からジルコンの

SHRIMP年代とモナズ石のC四 ME年代として. 101-95 Maの白亜

紀前期と後期の境界付近の値が得られている例法且jlmaetaι2004 ; 

Suzuki a.nd Adachi. 1998など).

3.6.2 周甫層群
~，もかぎん

南南層群は.北隣「山口」地域から周南市太華山周辺にかけて東西

方向に点在する後期白亜紀火山岩類である(村上・西野. 1967).本

層群は周防変成コンプレックスを不整合に覆い，花商岩書面Eに貫入さ

れる.太華山周辺では下位の安山岩凝灰角相官岩 (Sa)と土位の流紋

岩ーデイサイト溶結凝灰岩 (Sr)からなる(村上， 1987). 

3.6.3 花樹岩類E

花商岩類 Iに貫入し弱い面構造を持っととがある後期白亜紀深成岩

類を花嗣岩類Eと呼ぶ. とれはいわゆる領家新潮花樹岩類に相当する

と考えられる.主な岩相は多い順に中 粗粒黒雲母花嗣岩及び細 中

粒白雲母黒雲母花樹岩 (Gra)と細粒角閃石黒雲母花樹閃緑岩ート}

ナル岩 (Gdのがあり.わずかに中一粗粒角閃石斑れい岩一石英閃緑.ょ，c.
岩 (Qdz)を伴う.Gnは国東半島の行者岬著書成複合居体の珪長賞砦相，

牛屋敷深成複合岩体の珪長質岩相(石塚ほか. 2005)，宇佐市長L長

町毒麓川流域の鶴花樹岩哩住・森下， 1993)などがとれに含まれる，

Gd2は行者岬深成複合岩体の中粒トーナル岩(石塚ほか. 2005)，中

棒市南方の新第三紀火山岩類の下にわずかに露出する岩体，樟房川上

流の丸田花樹閃緑岩(星住・森下， 1993)がこれに相当する.中津

市南方の岩体は，北部では花樹閃緑岩であるが爾に向かつてトーナル

岩に漸移し，面構造が現れる{村上， 1994). Qd2は行者岬深成複合

岩体の中一粗粒角閃石斑れい砦一石英閃緑岩(石塚ほか， 2005)の

小岩体の他，黒樟崎トーナル岩 (Gdl)に岩脈状1;::貫入している(地

質図では省略).

国東半島の剖2はMgO含有量が9.0-9.7%に達するものを含み(村

上， 1994; Kamei et日t，2004)，角閃石のK-Ar年代として98.7土

4.9Ma 依ameiet al~ 2004)が得られている.

3.6.4 花尚岩類E

後期白亜紀深成岩類のうち塊状の岩相を示す深成岩類を花商岩類E

と呼ぶ.本地域では中ー粗粒暴露母花嗣岩 (Gra)が大部分を占め，

わずかに中ー粗粒角閃石黒雲母花闘閃緑岩 (Gda) と細粒黒雲母花樹

岩及び白雲母黒雲母花樹岩 (Gf3)を伴う.Graは山口市義毒一宇部

市広瀬(属品花側岩}など.山口県の周防灘沿岸に露出する他，椙岡

県行橋市からみやと町にかけて小岩体が点在している.Gd3は行橋市

沓尾伴尾花嗣閃緑岩)と大分県主義町付近の小範囲1;::点在している，

Gfsは福岡県吉宮町と築上町に小岩体として震出しており.大部分は

白雲母黒雲母花樹岩で少量のざくろ石を含むととがある(村上， 19凶.

以上の他本地域には，後期白亜紀と考えられる閃緑斑岩と花岡斑岩

の岩脈が深成岩類に対して貫入しているが，いずれも小規模なので地

質図には分布を示していない.

(松浦浩久)

3.7 古第三紀堆積岩類(字部層群)

宇都層群は宇都市，山陽小野田市，山口市阿知須町とその周辺海域

の海底下に広〈分布する(河野， 1956;清原， 1956:地質調査所踊，

1960 :松本・瀬戸， 1961; i高橋・横山， 1960;高橋ほか， 1961， 

1963b:瀬戸， 1972など}.海域では下位から貰ti萄層.沖ノ山周，ζ.. "'" 
長坂層(松本・瀬戸， 1961)に，陸域では厚東川礎岩層，岐波屑，

宇都挟炭周(清原， 1956;高橋ほか. 1975など)に区分される.東

見初層は主に砂岩泥岩互眉かちなり下部に石炭層を挨み，隆域では石

炭層を欠き磯岩・砂岩主体の厚東川磯岩層に連続する.神ノ山層は石

炭層を多数挟む砂岩泥岩互周からなり海生貝化石も産する.陸域では

石炭層を含まない砂岩主体の岐波層と字部挟炭層に対比される.長坂

層は石炭層に乏しい磯岩を含む砂岩・泥岩からなり.宇都挟炭層の上

部に対比される.本図帽では.字部層君事を東見初層 (UI)と紳ノ山層

及び長坂周 (UU)に2分して示した.

宇都層群の堆積年代は植物・軟体動物・噛乳類化石から後期始新世

と考えられていた (T，時刻， 1950など〉が，始新統には産出しない温

暖な気候を示す植物化石などが得られ(石困ほか. 1994). FT年代

も44-30Maを示す(今岡ほか， 1999; 2003など).とのため，特

に宇都市東部(酉岐波から東岐波)に分布する宇都層群は，全体が前

期漸新世に位置づけられる可能性が高い.

3.8 中期中新世堆積岩類及び火山岩類

3.8.1 興居島層群ないし高浜層群相当層
‘00いしま

(尾崎正紀J

本地域北東部の祝島には，領家変成コンプレックスを不整合1;::覆い

瀬戸内火山岩類に覆われる藤砦が分布している.この際砦は厚さ約

35 mで，薄い凝灰質砂岩を伴っており，礁として斜長石斑状かんら

ん石単斜輝石斜方輝石安山岩を含む{白木・杉本， 1989).磁の砦種

と本層が瀬戸内火山岩類の下位に位置するととから，本図幅では愛媛

県松山市西方の中部中新統奥居島層群ないし高浜層群(永井， 1963) 



に対比した

3.8.2 瀬戸内火山岩類

祝島と小祝島には領家変成コンプレックスと興居島層群ないし高浜

層群相当厨の穣岩を覆って，中部中新統瀬戸内火山岩類が分布してい

る(白木・杉本， 1989).祝島では量下部の凝灰角礎岩に始まる6放

の凝灰角諜岩・火山角穣岩と， 7枚の安山岩溶岩が互層し層厚400m

以上に及ぶ，溶岩は単斜輝石斜方輝石安山岩(一部にかんらん石斑晶

を含む)で，下から 3枚目の溶岩以外は斑晶に斜長石を含む.また下

から1-3枚目の溶岩は高マグネシウム安山岩 (M以コ')6.6%， SiOz)53 

%)である(白木・杉本， 1989) 

(松浦治久}

3.9 後期中新世一後期鮮新世火山岩類

後期中新世以降の火山岩類は九州北東部に分布し，第l固に示した

層序関係図でまとめられる.乙のうち後期中新世一後期鮮新世の火山

岩類は，現地調査，さらに本図幅編集のために新たになされたK-Ar

年代測定結果(石塚ほか.2009)に基づいて区分している.

3.9.1 宇佐火山岩類

中津市山国川流域から伊予灘にかけて東西方向に分布する後期中新

世一後期鮮新世の火山岩類を宇佐火山岩類(星住・森下， 1993)と

呼ぶ.本火山岩類は安山岩ーデイサイト溶岩と同質の火山砕屑岩から

なる.本図幅では放射年代値1::加え，火口近傍相/途方相といった岩

相変化を追跡し.宇佐火山容類の活動期を3つに細分した.すなわち，

後期中新世に噴出したと考えられるものを古期，前期鮮新世前半のも

のを中期.前期鮮新世後半から後期鮮新世のものを新期と再定着する.

これら3つの時代に活動した火山岩類はそれぞれ，大局的に溶岩が卓

越する火口近傍相と，その周囲に分布する火山岩塊火山灰流堆積物や

ラハール堆積物といった火山体遠方相から構成されている.活動様式

としては成層火山及び溶岩ドームの集合からなる火山群を形成したと

考えられている(石塚ほか， 2005).杵築市山香町周辺，宇佐市麻生

周辺などでは強〈変質している.

古期字佐火山岩類は本地域南東部に東西方向に分布し.火山地形は

浸食によりほとんど残存していない. 7.6-7.3 M且のFT年代(昼住・

森下， 1993)， 6.6-5.3 MaのK-Ar年代(鎌四・渡辺， 1985;沢井ほ

か， 2002;石塚ほか， 2005)が得られている.

中期宇佐火山岩類は本地域南官官に分布し，火山地形はほとんど残存

していない. 5.3-4.8 MaのK-Ar年代(鎌田・村岡， 1984;鎌田，

1985 ;沢井ほか， 2002;石塚ほか， 2009)が得られている.湖沼

ー河川堆積物の上部中新統一鮮新統葎葺Jir層とは同時異相の関係にあ

る(星住・森下， 1993). 

新期宇佐火山岩類は本地域南西部に北西ー南東方向に延びて分布し，

火山体の構造をわずかに残す.従来. 5.3-2.7 MaのK-Ar年代(巽ほ

か， 1980;鎌田， 1985;字都・須藤， 1985;須藤， 1985a;鎌田，

1986 ;通商産業省資源エネルギー庁. 1991)と4.6-4.5MaのFT年

代(松本ほか. 1992ω が得られていた. とのうち測定誤差の大きい

年代値を中心にKザAr年代を再測定した結果(石塚ほか， 2009)，新

期宇佐火山岩類の年代値は3.9-2.7Maにまとまる.

これら3つに区分した活動期の分布及び年代値は.字佐火山岩類の

活動3伊東側から西側へ移動したととを示している.

3.9.2 英彦山火山岩類

英彦山(西隣「福岡」地域}から連続し周防灘及び山国川流域まで

分布する後期中新世一前期鮮新世の火山岩類を，本図幡では英彦山火

山岩類と総称する 本火山岩類には山困層.北坂本層，下是層(英彦

山団研グループ， 1984， 1987:松本ほか， 1984)が含まれる.前

述の宇佐火山岩類との地周境界は，地形的特徴.周序関係，堆積物の

走向傾斜及び放射年代値を基に境界線を引いている.

英彦山火山岩類は，主に安山岩ーデイサイト溶岩と同賓の火山砕屑

岩からなり，玄武岩溶岩，デイサイト火砕流堆積物，流紋岩降下軽石

を伴う.とれらを本図幅では安山岩ーデイサイト溶岩，火山砕屑岩，

玄武岩溶砦，軽石質火砕流堆積物の4つに区分した.本火山岩類は. ".ヲ..也 u.固W

犬ヶ岳一大平山，釣鐘山，樋桶山等の槙高600-1.100mに遺する

商標高部や山国川桐床部などに溶岩が分布し，周防灘方向へ緩や

かな火山麓扇状地をつくっている.火山麓扇状地はラハール堆積物，

火山岩塊火山灰流堆積物，軽石質火砕流堆積物及び岩屑なだれ堆

積物から構成されている.福岡県築上町岩丸では角閃石デイサイ

ト火砕流堆積物1::伴って黒雲母角閃石椀紋岩の降下軽石周を伴う.

玄武岩は薩農山周辺と中棒市基駕に分布し，一部は全農

Fe(戸川gOが1.0以下の未分化な組成を持つ(角縁・松本. 1990; 

Nakada and Kamata， 1991)，中害事市山国町吉野周辺では火山砕

屑砦が強〈変質している.

放射年代値は5.7-3.5MaのFT年代(渡辺ほか. 1986;松本ほ

か， 1992a:西隣 I福岡」地域での年代値を含む)， 4.8-3.8 Maの

K-Ar年代 (N出 adaand Kamata， 1991 ;松本ほか. 1992b;:石

塚ほか. 2009)が得られている.本地域内では前期鮮新世を示す

火山岩類が卓越している.

3.9.3 人見岳火山岩類

本地域の南端，鈴ヶ塚山から樺木山にかけて広がる人見岳火山

岩類(星住・森下. 1993)は，少なくとも4枚の輝石安山岩溶岩

からなり，基底部，溶岩の問.さらに上面に，凝灰角横岩などの

火山砕肩岩(一部は火砕流堆積物)を伴う.溶岩は綾〈北に傾斜し.

人見岳火山岩類の南端(地域外)は，別府地溝北縁の断層により

切断されている このことから噴出源は別府地滑の内側にあった

と推定される.後期鮮新世を示す2.4-1.9Ma のK-Ar年代(鎌田・

村岡. 1984;須藤， 1985b;新エネルギー総合開発機構. 1988) 

が得られている.

3.10 前期更新世火山岩類

3.10.1 両子火山
品企ど

{石塚吉治・星住英却

両子火山は国東半島の中一北部にあり，溶岩ドーム群とそれを

取り巻く火山砕屑物からなる.火山砕屑物は開析の進んだ山麓扇

状地を構成し，火山体中央官官では火砕擁堆積物，縁辺部ではラハー

ル堆積物を主体とする.火砕流堆積物は，主に火山岩塊火山灰流

堆積物の他，軽石貨の本質岩塊を持つ軽石質火砕涜堆積物(中村

ほか， 1976;松本・成重， 1985)も認められる.火山砕屑物はそ

の上部において1-3枚の軽石賀火砕流堆積物を挟む.本図帽では

軽石賀火砕涜堆積物とそれより上位を“上部火砕堆積物w 下位

を“下部火砕堆積物"に区分した.溶岩ドームは.輝石普通角閃

石安山岩(両子山，千燈岳など)と黒雲監母角閃石デイサイト(奥
色刷 Tlo，"  

台山など)がある.鷲巣岳は山.に噴出した輝石角閃石の溶岩流

からなる.年代値として，務岩ドームから1.5-1.1Ma (K世法;

鎌田ほか. 1988).上部火砕堆積物から1.7-1.2Ma (FT法;伊藤

ほか. 1997.石塚ほか. 2005)と1.5Ma (K-Ar法;石塚ほか，

2005)が得られている.

3.10.2 耶馬渓火砕流堆積物及び今市火砕流堆積物

耶馬渓火砕流堆積物は大分県から熊本県にかけて広がる中部九

州で最大規模の火砕流堆積物の 1つで，輝石角閃石デイサイトの

溶結凝灰岩を主とする.噴出源は本地域外南方の藷牟白カルデラ

である(Kam昌弘 1989a).堆積物は正帯磁であり，噴出年代は約1

Maのハラミヨ・サプクロンである(字都・須藤， 1985). この火

砕涜に由来する広域火山灰が大阪層群中のピンク火山灰である(吉

川ほか. 1991;檀原ほか. 1997).本地域では最大150m厚の厚

い火砕涜台地を構成し，大部分が強溶結である.

今市火砕流堆積物は輝石デイサイト一安山岩の大規模火砕流堆

積物で，耶馬渓火砕流堆積物と同様に猪牟困カルデラを噴出源と

する鎌田ほか.199但)， 約0.9Maの逆磁極期に噴出し，遠方で

堆積した降下火山灰が大阪周君事中のアズキ火山灰である(鎌困ほか，



1994b).今市火砕流堆積物は耶馬渓火砕涜堆積物がつくる台地上1:点

在する他，直援鮮新世の火山岩類を覆う.堆積物は厚さ10-50m程

度で，大部分が強溶結しており，基底部には降下軽石層を伴っている.

3.10.3 鹿嶋越火山

鹿鳴越火山は別府地滑の北縁に位置し，前期一中期更新世に噴出し

た角閃石輝石安山岩と少量の角閃石デイサイトからなる火山である(星

住・森下， 1993:石塚ほか， 2005).火山体は主に溶岩からなる主

火山体と，治屑なだれ堆積物，山麓扇状地権積物から構成されている.

岩周なだれ堆積物は時代の異なる前期更新世と中期更新世の2回のも

のが認められるが，本図幅では一括している.本火山は.811府地帯北縁

の断層群により阪られて急傾斜をなすとと，岩屑なだれ堆積物や山麓

扇状地堆積物が火山体の北側にのみ広がるととから，断層群により切

断された火山体と考えられている.活動年代は1.1-0.6地頃(鎌田.

1986: :石塚ほか.2005)である.

3.10.4 その他の前期更新世火山岩類

その他の前期更新世火山砦類は本地域南部に分布する.小松台流紋

岩類(星住ほか， 1988)は主桑町に分布する黒雲母角閃石涜紋岩の

溶岩及び非溶結の火砕流堆積物で.耶馬渓火砕涜堆積物1:覆われる.

溶岩から1.3-1.2MaのK-Ar年代(字都・須藤， 1985:須藤. 1985b) 

が得られている.高陣ヶ尾安山岩(星住ほか. 1988)は宇佐市南部

に分布するかんらん石輝石安山岩溶岩である. 1.3-1.2 MaのK-Ar年

代(須藤， 1985b:新エネルギー総合開発機構， 1988)が得られて

いる.最声火砕流堆積物(吉岡ほか. 1997)は1.3-1.2Ma頃に噴出

した角閃石黒雲母涜紋岩の非溶結火砕流堆積物で，噴出源は本地域外

南方の別府地溝の内側とされる.本地域では層厚20m以下で基底部

に降下軽石層と火山灰層を伴う 美麗山火山は字佐市中央部に分布す

る紫蘇輝石普通輝石角閃石デイサイト溶岩である，比高200m程の小

規模な溶岩ドームをつくる.0.86:l::0.14 MaのK-Ar年代(石塚ほか.

2009)が得られており，前期一中期更新世の噴出と見られる.

3.11 中期更新世一後期更新世火山岩類

3.11.1 白布川火砕琉堆積物及び相当厨，雛戸山安山岩，西ノ

台流紋岩，六郎丸火砕流堆積物

これら火山岩類は本地域南部に集中し，分布高度の変化から本地域

南方外の別府地溝の内側に噴出源があったと考えられている.白布川

火砕流堆積物(小野， 1963:星住ほか， 1988)は角閃石黒雲母流紋

岩軽石を含む溶結及び非溶結の火砕擁堆積物で，杵築市付近の他，本

地域外甫方の大分川流域1:広く分布する.噴出年代は上下の火山岩類

の年代から約0.6Maとされている(星住・鎌田. 1991).宇佐市に分

布する松本火砕流堆積物(星住・森下. 1993)は.角閃石黒雲母流

紋岩軽石を含む非溶結火砕涜堆積物で，ととでは阿年代であるととか

ら由布川火砕流堆積物の相当層として一括した.雛戸山安山岩(昼住

ほか. 1988)は角閃石輝石安山岩の溶岩及び火砕堆積物からなり，

0.7 MaのK-Ar年代(須藤， 1985a:鎌凪 1986)が得られている.

西ノ台流紋岩(星住ほか. 1988)は，輝石角閃石涜紋岩の溶岩台地

を構成し，同質の火静堆積物を下部に伴う. 0.38 MaのK-Ar年代(新

エネルギー総合開発機構. 1988)が得られている.六郎丸火砕擁堆

積物は輝石角閃石デイサイト軽石を含む火砕流堆積物で.大部分は非

持軍結である.数枚のフローユニットを持つ(星住・森下， 1993). 

3.11.2 日出火山

日出火山は別府湾に突き出した半島状の日間丘陵に位置し，輝石角

閃石安山岩ーデイサイトからなる火山である{石塚ほか. 2005).本

火山は，火山岩塊火山灰涜堆積物を主体とする火砕涜堆積物と岩屑な

だれ堆積物，ならびに少量の自破砕した溶岩からなるが，本図幅では

一括して示した.本火山は分布と産状の特徴から別府湾の北側1:噴出

源を持つ小規模な火山と推定されている.しかしその後の断層活動に

より火山体は落ち込んでおり，現在の海底地形からは別府湾に火山体

を認めることはできない.溶岩及び火砕流堆積物から0.37-0.28Ma 

のK-Ar年代(石塚ほか， 2005)が得られている.

3.11.3 高平山火山

高平山火山(小林， 1984:昼住ほか， 1988)は輝石角閃石安山岩

ーデイサイトの溶岩を主体とする火山である.西ノ台流紋岩を地形的

に覆い， 0.3地以降の噴出と見られる.火山体の北ー北東側緩斜商に

岩屑なだれ堆積物や山麓扇状地堆積物が分布する.

3.11.4 姫島火山

姫島火山は角閃石デイサイト及びざくろ石流紋岩の溶岩.火砕堆積

物からなり，芙毒，城山などの7つの小規模な火山に区分される(伊

藤ほか， 1997).最下位の大海火山は火砕サージや成層した火山灰な

どからなり，火山地形を残していない.それ以外の火山は.溶岩ドー

ム，タフリング，タフコーンなどを形成し，小規模な火砕涜や火砕サー

ジを噴出している.城山火山の溶岩から0.34-0.32MaのK-Ar年代

及びFT年代が得られている依血曲ka組 dSUZ1.虫i，1970). 

3.11.5 阿蘇火砕流堆積物

本地域南方約50也nにある阿蘇火山は，約0.27Maから0.09Maに

かけて4回の大規模火砕流を噴出し，阿蘇カルデラを形成した(小野

ほか， 1977;総本ほか， 1991).本地域にほ後期更新世の阿蘇-3火砕

涜堆積物 (0.12Ma)と阿蘇4火砕涜堆積物 (0.09Ma)が到達して

いる.阿蘇-3火砕流堆積物は，字佐市安心院町櫛野などにわずかに分

布が認められる輝石安山居スコリアを含む非溶結の火砕涜堆積物で，

少量の軽石を伴う.阿蘇4火砕涜堆積物は，九州北東部の谷沿いの低

地の他，宇都市周辺に分布する.本堆積物は輝石角閃石デイサイト軽

石を含み，九州北東部の谷沿いの堆積物が厚い地域では溶結する.宇

都市周辺では全体に非熔結である(松尾， 2001). 

(星住英夫・石塚吉浩)

3.12 鮮新世一完新世堆積物
ヨ 4慣 宮 _ <0・告し

鮮新世ー完新世権積物は下位から， 1)津房川層及び黒法師届， 2) 

積酋層群，丸石鼻屑及び太困川眉. 3)照川風川尻磯屑・唐戸屑.

楢本属及びそれらの相当層， 4)段丘堆積物， 5)上部更新続最上部

一完新統(沖積層)に区分される(第1図).

3.12.1 津房川層及ぴ黒法師層(後期中新世末一鮮新世堆積物)

主事房川層(Tb)は宇佐市安心院町一院内町に，黒法師眉(Kh)は中

津市耶馬渓町に分布する湖沼ー洞川堆積物で火山砕屑岩を挟む.

薄房川周は主に泥岩.砂岩，砂岩泥岩互屑からなり，磯岩，軽石層.

亜炭層を挟み，上部は様岩と火山砕屑岩が多く含まれる(松本ほか，

1984 :松原ほか， 1989).届厚は300m以上で，下限は不明である

〈松原ほか. 1989).挟在する凝灰岩から4.9-2.9MaのFT年代が得

られている(長谷ほか， 2001;里日， 2001).花粉化石はメタセコイ

ア属.アカガシ属.フウ属が多産する(岩内・長谷， 1986). 

黒法師層(Kh)は眉厚約50mの湖沼ー河川堆積物で，主に凝灰賓

の泥岩及び砂岩からなり，基底部は多くの火山岩礁を含む磯岩からな

る{松本ほか， 1984). 

3.12.2 碩南層群，丸石鼻層及び太田川層(後期鮮新世末一

前期更新世堆積物)

碩南層群(Se)は杵築市一目出町に，丸石鼻層 (Mi)は姫島に.太田
〈す

川周(Ot)は玖珠町に分布し，火山砕屑岩を挟む湖沼ー河川堆積物か

らなる.

本地域の碩甫層群は当初は大分層群に対比されていた(首藤.

1953a， b;日高， 1978)が，その後挟在するテフラの対比から碩両

肩書事とされた(椎原・長谷. 2002;石塚ほか. 2005).本層群は下
金~宅島ず

部の熊野居と.上部の地境毎に地層名が与えられている俣水層.加貫
ぽ・ e陰る

鼻層，野原層に区分される(石塚ほか， 2005).熊野層は主にシルト，

砂，中積層からなり軽石層を挟む.熊野層の中位にある軽石層からは

1.8:l::0.3蜘のFT年代(石塚ほか， 2005)が得られている.俣水層，



加貫鼻層，野原層は凝灰質シルト，砂，.層からなり.火砕涜堆積物

及び軽石周を挟む.俣水屑と野原層には珪藻士も含まれる.乙れら3
し・豆

属には広域テフラである敷戸火砕擁堆積物(者岡ほか， 1997)が挟

まれる.

丸石鼻層(層厚100m以上)は凝灰角榛岩と凝灰賀砂層を主体と

して.軽石質凝灰岩.砂泥互属，直属属及ぴシルトー粘土周を挟む(伊

藤ほか， 1997).本層からは，Parastegoaon akαshiensis， 

Pleoloa;odo由加也madi叫 nauma酬の象化石(首藤， 1962)の他，

メタセコイア属..r.叩b由明'/(w!棚田の植物化石(伊藤ほか. 199η 

が産出し， 2.1::1:0.5， 2.0土0.2MaのFT年代{星住ほか， 1997)が

得られていることから，本層は後期鮮新世一前期更新世の堆積物と推

定されている(伊藤ほか. 1997). 

太田川属(長谷・岩内. 1990)は下部(層厚95m以上}と上部(約

300 m)に区分される.下部は湖沼堆積物の凝灰質シルト岩，砂岩か

らなり.f襲岩を挟み.下部の最上部には安山岩賓の溶岩及び火山砕屑

岩が挟まれる，上部は安山岩ーデイサイト質の溶岩及び火砕岩からな

る本地域には下部のみが分布する.太田川層下部のシルト岩から植

物化石(長谷ほか， 1991).淡水生の軟体動物化石(松岡， 1985)， 

魚類化石(中島ほか. 1988).珪藻化石(打越山ほか. 2007)など

が産する.また太田川居下部の凝灰岩から1.4-1.2MaのFT年代(長

谷ほか， 2002)が得られている.

3.12.3 照川層，川尻磯層・唐戸属，楢本厨及ぴ相当属

(前期更新世末一中期更新世堆積物)

照川層 (Te)は杵築市一日出町に，JfI尻礎層及び唐戸層 α0は姫島

に楢本属(N)は宇佐市安心院町にそれらの相当属は中津平野に

分布する.とれらの地層は主に火山砕屑物を挟む非海成層からなるが.

照川層上部や唐戸層には浅海成のシルト層や砂泥互層が認められる.

照川屑は淡水ー海成の砕屑物で，碩甫層群を不整合に覆う大分周若手

に対比される奈多軽石層，誓願寺軽石層，白布川火砕流堆積物，丸尾

川軽石層，秋貞火砕涜堆積物，糸ヶ浜軽石層などの火山砕屑物を挟む

(石塚ほか. 2005).本図帽では，自布川火砕流堆積物のみを示し，

他の火山砕属物は照川属に含めた.本属からは貝化石(日高， 1978)， 

花紛化石(石塚ほか， 2005).昆虫化石(林ほか， 2005)などが産

出する.白布川火砕流堆積物と嘗願寺軽石層の年代値や，メタセコイ

ア属が産出せず.アカシア亜属が優勢な花紛化石を産することから，

照川眉は0.7-0.4Ma頃の堆積物と推定されている(石塚ほか， 2005). 

川尻複層及び唐戸層(伊藤ほか， 1997)肘阿鼻層を覆う堆積物で，

本図幅では両層を一括して示した.伊藤ほか (1997)によると，川

尻礎眉は層厚約30mで，主に巨礎居からなり砂眉・泥を挟み，丸石

鼻層を不整合1;:覆う可能性が高い.また，唐戸層は層厚70-90m以

上(上限不明)で砂層優勢の砂泥互屑からなり，中粛を主体とする磁

属を挟む.唐戸周には唐戸A軽石厨，唐戸B軽石屑が挟まれ，それぞ

れ照川層下部に挟まれる奈多軽石層と奮闘寺軽石層に対比されている

(石塚ほか. 2005).唐戸層からは署員水生，汽水生，海生の軟体動物

化石(笠間・藤田， 1955;山口ほか， 1985)，ナウマン象化石

(Pleoloa;odon叩 umadi抑制，umanni)(首藤， 1962)が産出する.

楢本層(星住・森下， 1993)は厚さ10-20mの砂礎層や凝灰質砂
亀ど~

層からなり.白布川火砕流堆積物を覆い.鹿嶋越火山の岩肩なだれ堆

積物に覆われる.

以上の他に，中津平野の段丘堆積物下には照川層に対比される堆積

物が分布し.高森軽石賀砂，_・シルト屑や糸口山泥流堆積物などと

呼ばれている(坂本・長谷， 1972).高森軽石賀砂・礎・シルト層の

下位には由布川火砕流堆積物が存在し また糸口山泥流堆積物は六郎

丸火砕流堆積物に対比されている.本図帽では.中位段丘堆積物下に

分布する白布川火砕流権積物以外の中部更新統と推定される地層を.

ftft川層相当居 (0)として示した.

さらに地質図には示していないが，宇都市海岸の地下から周防灘の

海底下には，周厚10数 m-l00m以上の章江シルト厨が分布し(高

橋ほか， 1958;松本・瀬戸， 1961)，その基底部から産出する

8tegod開。rien加陥(松本， 1924)によって中期中新世の堆積物と

推定されている(市原， 2001).なお，章江シルト層に関しては.産

出する火山灰層のFT年代が後期鮮新世を示すことから旧象化石の再

検討が必要，との報告もある(松尾， 2008). 

3.12.4 段丘堆積物(中期更新世の後半 後期更新世堆積物)

本地域の段丘堆積物は各地で様々な地層名で呼ばれ(首藤， 1962; 

河野・小野， 1967;亀山， 1968;高橋・河野，1968;坂本・長谷，

1972 ;高橋ほか， 1975;松尾， 1981;千回， 1983;千回， 1984; 

千回ほか. 1989;長木. 1993;石井ほか. 1994).広域的な地形区

分(九州活構造研究会編， 1989)及び海成段丘の対比(小池・町田，

2001)もされているが，本図帽では.これらを高位段丘堆積物，中

位段丘堆積物，低位段丘堆積物に3分した.

高位段丘堆積物(位1).立中期更新世後半の堆積物で，主に字都市，

中津平野，園東半島東部に分布する.本堆積物は碩・砂・シルト届か

らなり，宇都市や国東半島東部では海成層が認められる.

中位段丘権積物は後期更新世前半の堆積物で，酸素同位体ステージ

5の海水箪変動に対応し，本図幅では海岸段丘堆積物 (trm)と河岸段

丘堆積物(愉叫に2分した.湾岸段丘堆積物は主に宇部地域沿岸や国

東半島東岸ー別府湾北岸沿いに 河岸段丘堆積物はそれ以外の地域に

広範囲に分布する.海岸段丘堆積物は海成シルト層を主体とし.一部

砂丘の推積物も含むが，基底部に非海成層の砂礎層を伴うことが多い.

河岸段丘堆積物は河成の砂礁周を主体として，シルト層を含む.中位

段丘堆積物は随索開位体ステージ5eと5c頃に形成され，降水したこ

れら堆積物の上位を阿蘇4火砕流堆積物が雇うととが多い.

低位段丘堆積物(t1)は扇状地堆積物及び河岸段丘堆積物からなり，

砂磯厨を主体とする.段丘面の傾斜は中位段丘面より急で，多〈は沖

積層下に埋没する.山聞の谷底平野において完新世の沖積平野堆積物

と区別しにくい低位段丘堆積物は，沖積平野堆積物の拘床堆積物に含

めた.

3.12.5 後期更新世末一完新世堆積物(沖積層)

後期更新世末ー完新世堆積物は広義の沖積層で，中樟平野などの梅

岸付近の平野，丘陵・山地内の盆地や谷底低地に分布する.本図帽で

は地すべり推積物(ls)，沖積錐堆積物 (C)，後背湿地・自然堤防・放

棄河道充填及び河床堆積物 (V).君主堤及び砂丘堆積物(b)1;:区分した.

地すぺり堆積物は地すべり・崖崩れに由来する崩積堆積物や地塊か

らなる堆積物で，本地域では鮮新世一中期更新世の火山岩類分布域，

特に熔岩と火山砕屑岩の境界付近に多く発達する.沖積錐堆積物は扇

状地より斜面傾斜が急で規模の小さい扇状の主に岩屑からなる堆積物

で.山地・台地と沖積低地とが按する急な崖沿いに分布する.後背湿

地・自然堤防・放棄柄道充填及び河床堆積物は主に扇状地堆積物，谷

底平野堆積物，網状河川堆積物からなる沖積平野の堆積物で， 一部，

浜堤堆積物.三角州堆積物を含む.浜堤及び砂丘堆積物は，規模は小

さいが浜堤平野及び三角州堆積物の一部で.本地域では中津平野，宇

都市，国東半島東部などの海岸に分布する.

(尾崎正紀}

4.活断層

本地域の活断層は，周防灘東部及び別府湾一大分県西部に多数確認

されており，それぞれ周防灘断層群及ぴ別府湾一日間生断層帯と呼ば

れる.

4.1 周防灘断層群

周防灘断層群は，主に海上保安庁水路部 (1999，2000， 2002~ 

海上保安庁海洋情報部 (2004)の音波探査調査の成果などに基づき，

地震調査研究推進本部地震調査委員会 (2008)によって.以下のよ

うな活断層評価が行われている.本断層群は主に西側隆起の成分を伴

う横ずれ断層群で，分布と形態から概ね北東一南西方向の周防横断層

群主部(長さ約44km)と秋穂沖断層帯(長さ約23km)，北東南

西及び北西一南東方向の宇都南方沖断層帯(長さ約22km)に区分



される.各々が1つの区間として活動した場合，周防灘断層群主部

はマグニチュード7.6.萩轟神断層帯と宇都甫方沖断層帯は7.1程度の

地震が発生すると推定されている.周防署E断層群に関する先史・歴

史時代の地震被害は知られていないが.特に周防灘断層群主部の最

新の活動は約1.1-1万年前で，今後30年聞に地震が発生する可能性

が高いとされる.また，周防灘断層群主部の南西延長部である宇佐

市北方沖の沖積層及び洪積層(上部更新統と思われる)の等深線図(室

住. 1973)は，さらに南西方へと活断層が発達している可能性を示

唆する.

なお，宇都南方沖断層帯の北方陸上部には宇都東部断層(小松原

ほか. 2005).周防灘断層群主部の北東方には大河内断層(原子力発

電技術機構. 1994. 1995)が存在し，いずれも北東一南西方向に延

びた活断層の可能性が指摘されている.

4.2 別府湾一日出生断層帯

別府湾一日出生断層帯は別府一着キ苫断層帯の一部で，佐賀関北

東神の豊予海峡付近から別府糟を経て玖珠町に至る.本断層帯は長

さ約76kmで東西方向に延び，主として北側が相対的に隆起する正

断層群からなる(地震調査研究推進本部地震調査委員会.2005). 問

委員会は由佐ほか (1992).島崎ほか (1986. 1990. 2000~ 九州

活構造研究会編(1989).活断層研開会章一 (1991).中国・島崎 (1993).

大分県 (2001.2002)などに基づき本断層帯の活断層評価を行い，

過去の活動から.本断層帯を豊予梅峡付近から別府湾の海底に分布

する東部(約43包n)と陸上部に分布する西部(約32km) 1;::区分

し，東部と西部がそれぞれ単重量で活動した場合，東部でマグニチュー

ド7.6程度.西部でマグニチユード7.3程度の地震が発生すると推定し

ている.最新の活動時期は.東部で慶長豊後地震 (1596年，マグニチュー

ド7.0土1/4)(宇佐美.2003).西部で少なくとも約7.300年前-6世

紀と推定している.

(尾崎正紀〕

5.応用地質

5.1 金属鉱床

園東半島周辺には浅熱水性金・銅鉱床と漂砂型鉄鉱床が存在した

金鉱床は浅熱水位石英脈型金銀鉱床であり，大分県杵築市西部周辺

に集中しており.多くは明治末期から昭和初期にかけて稼行された.
~e.t" 

最も規模が大きく高品位鉱石を産出した馬上鉱床の産金量ほ13怯4上

と見積もられ，本地域の金生産量の大部分を占める(浅成金銀鉱床探

査に関する研究委員会， 1989).一部の金鉱床(馬上，国徳，高平，日

野地)ではアンチモンが産出された.金と鋼を産出した真金，赤根鉱

床では..性熱水による鉱化作用が確認される.とれらの金・銅鉱床

の母岩の大部分は，後期中新世から前期鮮新世の古則及び中期宇佐

火山岩類である，母岩の火山岩類は広域的にプロピライト変質を受

けている(星住・森下.1993).含金石英脈の脈幅は0.1-3.0m程度で

あり，走向N70-90・Wが卓越する.熱水変質岩や石英脈のK-Ar年

代が示す鉱化時期は後期中新世から前期鮮新世である(沢井ほか.2002).

との時代には本地域南部の別府地布陣帯において南北の引張応力場に

より東西方向の正断層群が形成されており G王国国ta.1989b)，本地

域の金・銅鉱床の石英脈の走向及び鉱化時期と調和的である.国東

半島東部の長多から奈良原にかけての砂浜ではチタンに官む砂鉄が

採掘されていた(中沢・丸山.1957).砂鉄は国東半島1;::分布する火山

岩類が風化・浸食を受け沿岸部に堆積したものである.

5.2 非金属鉱床

主な非金属資源として，砕石，珪藻土，パーライト.石材，真砂士.

砂利などが確認されている.砕石は企救半島沿岸部でペルム紀呼野

眉群の砂岩・泥岩などを，国東市西部(両子火山}と宇佐市南西部(新

期字佐火山岩類}において後期鮮新世から前期更新世の安山岩を対象

として採掘されている.珪藻土は杵築市山香町や字佐市会る島町周

辺において，後期鮮新世から前期更新世の湖沼堆積物中に数m程度

の厚さで挟在し(西村.1955).最近まで採掘が行われていた.パー

ライトは姫島北西部において中期更新世のざくろ石涜紋岩溶岩か

ら採銅されている.石材は山口市秋種町南部で後期白亜紀花樹祭
と." 

類IIIを，福岡県上毛町で後期白亜紀花商岩類IIの花閥閃緑岩を対象

に採掴されている.砂利は大分空港周辺において川砂利が小規模

に採取されている(須藤. 2005). 

5.3 石炭

山口県宇都市と山陽小野岡市周辺から周防獲の海底下にかけて

古第三紀の宇都圏群中に大規模な炭層が挟在し(南北35kmX東西

25 krn).明治時代から1960年代まで宇都炭固として亜渥育炭を採

炭していた(地質調査所編.1960).主要な炭鉱として沖ノ山，西沖

ノ山，貰ti萄，本山などが挙げられる.

5，4 温泉及び鉱泉

温泉は国東半島から中湾市南部にかけて多く分布し，沿岸部に

おいてもいくつか確認される.アルカリ性単純温泉が卓越し，次

いでナトリウム一塩化物泉である.多〈の温泉は源泉温度が39-

45 'cであり，源泉湧出量が100リットル/分未満である.

G実松健造。

6. 重力異常

本地域の陸域における重力異常(プーゲー異常)の詳細は r大
分地域重力関J (広島ほか. 2001)，広島ほか (2002)で示され

ている.ぞとで用いたデータに，新たに陸域で産総研治t取得したデー

タ(轟尻，上嶋，石原による)と.東京大学海洋研究所淡育丸

KT91-10次航海(小泉ほか. 1994)により取得された梅域のデー

タを加えて編集した.ブーゲー異常の算出の際，広域的に藍合性

を持たせるため広島ほか (2001)と同じ2.3g/cm3の表層密度を

仮定した.各種の重力補正は地質調査所重力探査グループ (1989)

に基づいて実施した

本地域の大局的な重力異常は，伊予量産から別府湾とその西方延

長の陸域に至る負異常と，その北西郁1;::広がる正異常域で特徴付

けられる.負異常の値11.)311府湾でー40rnga1 (ミリガル)より小

さくなる.正異常域における重カ異常は東から西にかけて大きく

なり.山陽小野岡市と行橋市，それらに固まれる海域で30rnga1を

超える(地質図にオーバーレイしたコンタ一間隔5rnga1の重力異

常図を参照).

地質構造との対応関係を見易くするために，地質図にオーバー

レイした重力異常から2kmの上方接続値を広域傾向面として除去

し，地殻上郁の影響を抽出した残差重力(上方接続残差)を第2図

に示す.低異常域が，周防灘一伊予灘ー別府湾にかけて国東半島

を取り囲むように速なる.山口県沿岸域，行橋市から中津市沿岸域，

国東半島(両子火山周辺と杵築市北方)に至る地域，宇佐市安心

院町南方に高異常域があり，深成・変成岩類の伏在や基盤の高ま

りの存在が示唆される.大分県側の高異常に挟まれるように，周'J

府湾から玖珠町付近にかけて低異常帯が連続し，特に玖珠町付近

の直線性が良い.この低異常帯の西側は耶馬渓火砕流堆積物に広

く覆われており，地下の地質構造の推定が困難であるが，低異常

から基盤の凹みの存在が示唆される.北側1;::対する南側の基盤の

落ち込みは，別府ー島原地帯帯北縁部の東西に延びる伏在正断層

によって生じていると解釈できる.

(名和一成・駒海正却
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